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県民の希望子ども数及び予想子ども数の分析

（1）希望子ども数の算出
　希望とは、「自ら行動し、何かを実現したいという思い」と定義されます。そう
すると、出生率は、人々が結婚や子どもを持つことを実現したいという思いを叶
えるよう行動した結果とみなすことができます。

　出生率の基礎となる人々の希望は「希望子ども数」として、県民意識調査（11 ペー
ジ参照）のデータによって定量化が可能です。また、その構成をグラフィカルに表すこ
とができ、直接観察できない出生率に関わる希望の「見える化」に取り組みました。
　下図のとおり、本県の希望子ども数は 2018年の2.26から、５年後の 2023 年には
2.06に低下しました。

＊図の横軸は、有配偶者、
離死別による独身者、未
婚者の割合であり、2018
年は 2015 年国勢調査、
2023 年は 2020 年同調
査から算出しました。未
婚者は、結婚に対する希
望で分けてあり、その割
合は本県の県民意識調査
の集計結果を利用してい
ます。縦軸は県民意識調
査から算出した配偶状態・
結婚希望別の希望する子
ども数です。
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岡山県の希望子ども数の算出

※Ｎ数は標本サイズを示す（以下、同様）

〈
希
望
す
る
子
ど
も
数
〉

0 100%

(人)
2.6

0.0
0.2

0.4
0.6

0.8
1.0
1.2

1.4
1.6
1.8

2.0
2.2

2.4 希望子ども数2.26人

N＝2664

有配偶者 未婚者（結婚希望あり） 未婚者（結婚希望なし）独身者（離死別による）

〈有配偶状態・結婚希望〉

希望子ども数の算出

53.853.8

2.462.46

5.35.3

2.452.45

37.637.6

2.052.05

3.33.3

1.231.23

0 100%

(人)
2.6

0.0
0.2

0.4
0.6

0.8
1.0
1.2

1.4
1.6
1.8

2.0
2.2

2.4 希望子ども数2.06人

N＝13890

有配偶者 未婚者（結婚希望あり） 未婚者（結婚希望なし）独身者（離死別による）

53.953.9

2.322.32

5.05.0

2.032.03

36.136.1

1.881.88

4.94.9

0.600.60

〈
希
望
す
る
子
ど
も
数
〉

〈有配偶状態・結婚希望〉

希望子ども数の算出

〈2018年〉

〈2023年〉



（2）予想子ども数の算出
　希望は必ずしも実現できるとは限りません。出生率の値には、希望の実現率が反映
されています。少子化対策の一義的なアプローチは人々の希望を叶えることであり、
そのためには、希望と現実がなぜ乖離するか理由を知ることが必要です。

　希望が実現しない要因を把握するため、まず、県民意識調査で県民の希望の実現
予想を把握し、それを予想子ども数として定量化しました。下図は、予想子ども数
の構成を表したものです。
　図では、本県の予想子ども数は 2018 年の1.94 から、2023 年には 1.74 に
低下しました。両年とも希望子ども数を 0.32 ポイント下回ります。

＊図の横軸は、有配偶者、
離死別による独身者、未
婚者の割合であり、資料
は希望子ども数と同じで
す。未婚者は、結婚に対
する希望の実現予想で分
けてあり、その割合は本
県の県民意識調査の集計
結果を利用しています。
縦軸は県民意識調査から
算出した配偶状態・結婚
希望の実現予想別の現実
に持てると思う子ども数
です。
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9岡山県　少子化要因「見える化」ツール 　2025

岡山県の予想子ども数の算出

〈
持
て
る
と
思
う
子
ど
も
数
〉

〈有配偶状態・結婚希望の実現予想〉
0 100%

(人)
2.6

0.0
0.2

0.4
0.6

0.8
1.0
1.2

1.4
1.6
1.8

2.0
2.2

2.4 予想子ども数1.94人

N＝2664

有配偶者 未婚者
（結婚できそうにない）

未婚者
（結婚するつもりはない）

未婚者
（結婚できそう）

独身者
（離死別による）

53.853.8

2.272.27

5.35.3

2.032.03

22.622.6

1.911.91

13.713.7

1.141.14

予想子ども数の算出

4.54.5

0.550.55

予想子ども数の算出

〈
持
て
る
と
思
う
子
ど
も
数
〉

0 100%

(人)
2.6

0.0
0.2

0.4
0.6

0.8
1.0
1.2

1.4
1.6
1.8

2.0
2.2

2.4 予想子ども数1.74人

〈有配偶状態・結婚希望の実現予想〉N＝13906

有配偶者 未婚者
（結婚できそうにない）

未婚者
（結婚するつもりはない）

未婚者
（結婚できそう）

独身者
（離死別による）

53.953.9

2.062.06

5.05.0

1.731.73

22.722.7

1.641.64

14.314.3

1.071.07

0.340.34

4.14.1

〈2018年〉

〈2023年〉



（3）希望は現実を説明できる
　それでは、出生率に関わる人々の希望は、実際に、地域の出生率の値を説明できるの
でしょうか。

1.60 1.65 1.70 1.75 1.80 1.85 1.90 1.95 2.00 2.05 2.10 2.15 2.20
0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

岡山市岡山市

倉敷市倉敷市 津山市津山市

玉野市玉野市

笠岡市笠岡市

井原市井原市

総社市総社市

高梁市高梁市
新見市新見市

備前市備前市
瀬戸内市瀬戸内市

赤磐市赤磐市

真庭市真庭市

美作市美作市

浅口市浅口市

和気町和気町

早島町早島町

里庄町里庄町 矢掛町矢掛町

鏡野町鏡野町

奈義町奈義町

新庄村新庄村

勝央町勝央町

西粟倉村西粟倉村

久米南町久米南町

美咲町美咲町

吉備中央町吉備中央町

予想子ども数（年齢構成調整済み）

合
計
特
殊
出
生
率（
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２
２
年
の
３
年
平
均
）

資料：合計特殊出生率は岡山県による算出資料：合計特殊出生率は岡山県による算出
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希望子ども数・予想子ども数及び合計特殊出生率の推移（岡山県）

市町村の予想子ども数及び合計特殊出生率（岡山県）

　県内市町村の予想子ども数と合計特
殊出生率の間にも、緩やかな相関が表
れます。
　一方で、図中の傾向線から離れた地
域もあり、人々の主観である予想子ど
も数だけで説明できない要因もあるこ
とは興味深い結果です。

　総じて言えば、これらのことは、希
望子ども数と予想子ども数が形成され
る要因を把握し、施策に生かすことが
できれば、出生率上昇に実効があるこ
とを示しています。

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4
2.312.31 希望子ども数

予想子ども数

合計特殊出生率

2018年調査 2023年調査

2.232.23

1.961.96
1.921.92

1.531.53

2.10 女性（-0.21）2.10 女性（-0.21）
2.02 男性（-0.21）2.02 男性（-0.21）

1.75 女性（-0.17）1.75 女性（-0.17）
1.73 男性（-0.23）1.73 男性（-0.23）

1.32 （-0.21）1.32 （-0.21）

　同じ計算方法で算出した 2018 年
と 2023 年の県民の希望子ども数と
予想子ども数、そして県の合計特殊
出生率の間には、２時点比較ですが、
極めて明確な連動がみられます。
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11岡山県　少子化要因「見える化」ツール 　2025

岡山県「結婚、出産、子育てに関する県民意識調査」の概要
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

１ 調査の目的
　県内における結婚や妊娠・出産、子育てに関する現状や意識などを収集・分析し、「岡山いきいき子ども・
若者プラン2025」の策定の基礎資料とする。また、市町村別に県民意識を見える化することにより、県及
び市町村が施策の検証等を行うための基礎資料とする。

２ 調査要領
項目 第一群調査 第二群調査 第三群調査

①調査名称 結婚、出産、子育てに関する
県民意識調査

子育てに関する県民意識調査
（子どものいる世帯調査）

結婚、出産、子育てに関する
高校生意識調査

②対象 ・2023 年８月時点で 20 歳か
ら 49 歳の岡山県内在住者

・市町村の住民基本台帳から無
作為に抽出

・０歳から小学校３年生までの
子どもと同居する子育て世帯
の親等

・市町村ごとに保育園、小学校
等の立地バランスを考慮して
保育園、学校等を抽出

・県立高等学校（全日制課程・
定時制課程）の２年生及び３
年生（中等教育学校の５年生
及び６年生を含む）の全生徒

③調査期間 2023 年９月 30 日～
2023 年 10 月 24 日

2023 年 10 月 20 日～
2023 年 11 月 13 日

2023 年 11 月６日～
2023 年 11 月 27 日

④対象数 56,837 人 17,479 世帯 18,463 人

⑤調査方法 ・郵便送付
・郵便回収、オンライン回答

・保育園・幼稚園・学校等によ
る直接配付

・郵便回収、オンライン回答

・高校を通じた調査依頼書（調
査サイトへのリンクを掲載）
の高校生への配付

・オンライン回答

⑥回収結果 回収数　14,333 人
回収率　25.2％

回収数　6,425 世帯
回収率　36.8％

回収数　9,706 人
回収率　52.6％

⑦主な調査
内容

・結婚希望、結婚の見通し
・結婚する理由、メリット
・結婚しない理由、デメリット
・理想の結婚年齢、その理由
・理想の年齢で結婚できない理

由
・結婚のための所得のゆとり
・希望する子ども数
・子どもが欲しくない理由
・現実に持てると思う子ども数
・希望する子ども数が持てない

理由
・交際状況、出会いの機会
・出会いの機会がない理由
・男女の役割分担意識
・ワーク・ライフ・バランス
・家事、育児への関わり方
・女性のライフコースの理想
・働く女性のキャリアアップの

理想
・職場の結婚、出産、子育てに

対する配慮
・地域社会との関わり
・結婚時の住居地選択の評価
・結婚観、子ども観、自己意識

等

・子育ての幸福感、楽しさ
・子育ての負担感、不安感
・子どもを強く叱ったり、つら

くあたったりすること
・希望する子ども数
・現実に持てると思う子ども数
・希望する子ども数が持てない

理由
・第１子出生の年齢の理想と現

実の年齢に影響したこと
・第１子（第２子）の子育て経

験の第２子（第３子）の希望
への影響とその理由

・子育ての経済的負担
・子どもの教育の考え方
・子育てへの自分と配偶者の関

わり方
・仕事からの帰宅時間
・育児休業の取得状況
・子どもが理由になった転居と

転居先選択の評価
・親との同居、近居
・子どもの預かりサービスの利

用状況
・地域社会との関わり
・子育て支援サービスの利用
・ひとり親の状況

・結婚希望、結婚の見通し
・結婚する理由、メリット
・結婚しない理由、デメリット
・理想の結婚年齢、その理由
・理想の年齢で結婚できない理

由
・希望する子ども数
・子どもが欲しくない理由
・現実に持てると思う子ども数
・希望する子ども数が持てない

理由
・男女の出会いの機会
・男女の役割分担意識
・進学、就業、結婚における地

域選択とその理由
・就職に当たっての情報収集
・地域社会との関わり
・結婚観、子ども観、自己意識

等
・女性のライフコースの理想
・妊娠、出産に関わる医学的知

見の認知
・女性の妊孕性とライフコース

の優先度
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　結婚年齢に理想があった有配偶
女性等（離死別の女性を含む）で
は、理想の初婚年齢に対して現実
の初婚年齢はばらつきが大きく
なっています。

0
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50-48-
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42-
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40-

41
38-
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32-

33
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31
28-
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26-
27

24-
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22-

23
20-
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-

19

（%）

（歳）

1.5

5.3

12.4

20.7 20.4

16.2

8.2
6.3

4.6
2.2 1.3 0.5 0.30.4

5.1
7.1

33.5

17.0
13.3

20.4

1.9 1.0 0.3

理想の結婚年齢（4086） 現実の初婚年齢（4103）

＊20-49歳の結婚年齢に理想があった有配偶女性等

＊子育て世帯の母親

（%） N＝5066
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5
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30

35
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年
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上

９
年

８
年

７
年

６
年

５
年

４
年

３
年

２
年

１
年

０
年

０
年
未
満

1.1

18.4

33.7

21.1

9.6
6.2

3.4 2.3 1.1 0.8 0.5 1.8

＊子育て世帯の母親
（%）

20歳未満（108）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
40歳以上（119）
38-39歳（209）
36-37歳（232）
34-35歳（388）
32-33歳（548）
30-31歳（738）
28-29歳（926）
26-27歳（899）
24-25歳（602）
22-23歳（312）
20-21歳（265）
20歳未満（108） 16.7

7.9
5.1
2.0
2.3
1.2
0.2
0.2

14.1
14.1

12.0
9.6
6.5
6.2
3.9
1.8
2.3

0.1

34.2
36.9

36.2
39.9
40.3

33.7
27.9

24.4
16.0
14.0

7.5
1.7

24.0
34.6

35.7
42.0
45.8

50.7
59.6

58.9
61.2

53.8
49.6

30.4

10.9
6.5
11.0
6.6
5.1
8.2
8.3
14.6
20.4

32.1
42.9

67.9

５人以上４人３人２人１人

希望に対する年齢の影響
　生物学的な基礎を持つ少子化問題では、「年齢」が人々の希望やその実現に強く影響し
ており、ライフデザインや妊孕力に係る施策の重要性がデータから浮き彫りになります。

理想の結婚年齢と現実の初婚年齢の分布

結婚から第１子出生時までの経過年数

第１子出生時の年齢別にみた持てると思う子ども数

　結婚、第１子の出生、第２子、第３子と続いていく中で、夫婦ともに年齢を重ね
ていきます。女性に着目すると、結婚年齢が若く、第１子出生時の年齢が若いほど、

「持てると思う子ども数」が多くなることはデータから明らかです。

※括弧の中の数字は標本サイズを示す（以下、同様）

　子育て世帯では結婚から第１子
の出生までの期間は平均 1.96 年
です。
　そして、第１子出生時の年齢と

「持てると思う子ども数」の関係を
図に表すと、年齢とともに、「３人」
が減少し、「１人」が増加していく
明らかな傾向がみられます。

※四捨五入により内訳の計が100%にならないことがある（以下、同様）
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　子育て世帯の母親のうち、
44％が「もっと早く第１子が
欲しかった」と回答しています。
　その理由として、「子どもは
欲しかったが、たまたま子ども
ができなかった」や「不妊治療
に要した時間」を、多くの母親
が挙げていることが注目されま
す（下図）。

N＝5381

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（%）

3.618.71.343.732.8

子どもを持つ予定はなかった
第１子が生まれるときの年齢に
理想はなかった

もっと遅く第１子が欲しかった
もっと早く第１子が欲しかったほぼ、理想どおりの年齢であった

＊子育て世帯の母親

　「もっと早く第１子が欲しかった」という子育て世帯を減らすための効果的な施策に
取り組む必要があります。

結婚してから第１子が生まれるまでの期間に影響したこと

第１子出生時の自分の年齢についての考え

-0.8-0.8-1.0-1.0 -0.6-0.6 -0.4-0.4 -0.2-0.2 0.00.0 0.20.2 0.40.4 0.60.6 0.80.8

-0.2-0.2

0.00.0

0.20.2

0.40.4

0.60.6

0.80.8

1.01.0

-0.4-0.4

-0.6-0.6

-0.8-0.8

-1.0-1.0
N=4409N=4409

6.36.3

23.123.1

10.810.8

5.95.9

19.519.5

14.714.7

14.414.44.14.115.115.1

夫婦だけの時間を
楽しみたかったこと、
大切にしたかったこと

夫婦だけの時間を
楽しみたかったこと、
大切にしたかったこと

子どもを持つことを
重視していなかったこと
子どもを持つことを
重視していなかったこと

不妊治療に
要した時間
不妊治療に
要した時間

子どもができたのは
予定外であったこと
子どもができたのは
予定外であったこと

学業や仕事の成果、昇進等、
ライフコースを優先したこと
学業や仕事の成果、昇進等、
ライフコースを優先したこと

出産や子育てと
仕事の両立に
対する不安

出産や子育てと
仕事の両立に
対する不安

子どもは欲しかったが、
たまたま子どもが
できなかったこと

子どもは欲しかったが、
たまたま子どもが
できなかったこと

雇用や所得に
対する不安
雇用や所得に
対する不安

自分や配偶者の
健康や身体的な
不安や事情
（不妊を除く）

自分や配偶者の
健康や身体的な
不安や事情
（不妊を除く）

＊子育て世帯

　結婚年齢だけでなく、第１子出生時の年齢も希望どおりではない人が多いことがわかりました。
　そこには、ライフデザインに対する意識、男女の出会いの機会、所得・雇用等の結婚を取り巻く環境、
仕事と出産・子育ての両立、妊孕力を高めるプレコンセプションケアや生殖支援等、いくつもの部門にわ
たる施策が関係しています。「年齢」を軸にして一貫性のある施策を速やかにデザインする必要があり
ます。子どもが欲しいという人々の希望の実現を支援する上で、常に時間が過ぎ去っていることを意識
していかなければなりません。

「子どもは欲しかったが、たまたま
子どもができなかったこと」が大
きな理由になっており、注目され
ます。ライフデザインの意識があ
れば減る可能性がある理由だから
です。

出産・子育てと仕事の両立に
対する不安をはじめ、雇用や
所得、自分や配偶者の身体面
など「不安感」が相互に関連
し合いながら大きなまとまり
を形成しています。

※図中の赤い数値は回答割合を示し、単位は％

※バブルチャートの見方・作成方法は、
　資料編４（197ページ）を参照



（%）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女性
（2104）

男性
（1922）

一生、結婚するつもりはない

相手が見つかっても、当分、結婚する
つもりはない（いつかは結婚するつもり）

年齢に関係なく、結婚したいと思う
相手が見つかれば結婚したい

ある程度の年齢までに結婚したいすぐにでも結婚したい

その他

2.8

3.8

13.0

9.3

9.4

5.3

38.2

37.9

25.2

34.2

11.4

9.6

※20-49 歳の未婚者※20-49 歳の未婚者
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「理由」を分析する
（１）結婚
（結婚希望）
　「結婚したい」と思う理由をバブルチャートにして、「希望」を分類し、要因分析や施策
の方向性の基礎となるコンセプトを導き出します。

結婚したいと思う（思った）理由や結婚のメリット

結婚についての考え

　結婚希望の強弱はありま
すが、結婚希望を持つ未婚
者は、男女ともに 80％を
上回ります。

-0.8-0.8 -0.6-0.6 -0.4-0.4 -0.2-0.2 0.00.0 0.20.2 0.40.4 0.60.6

-0.2-0.2

0.00.0

0.20.2

0.40.4

0.60.6

0.80.8

-0.4-0.4

-0.6-0.6

-0.8-0.8

-1.0-1.0

-1.2-1.2

46.946.9

12.512.5

31.531.5

23.623.6 3.03.0

1.11.1
5.85.8

22.222.2

2.32.3

4.84.8

15.815.8

自分の子どもや
家族を持てるから
自分の子どもや
家族を持てるから

愛情を感じている人と
暮らせるから
愛情を感じている人と
暮らせるから

親を安心させ、
周囲の期待に応えられるから
親を安心させ、
周囲の期待に応えられるから

人生を豊かに
するから
人生を豊かに
するから

性的な充足が
得られるから
性的な充足が
得られるから

精神的な安らぎの
場が得られるから
精神的な安らぎの
場が得られるから

社会的な信用を得たり、
周囲と対等になれたり
するから

社会的な信用を得たり、
周囲と対等になれたり
するから

経済的に余裕が
持てるから
経済的に余裕が
持てるから

生活上便利に
なるから
生活上便利に
なるから親から独立

できるから
親から独立
できるから

自然なことだから自然なことだから

※20-49 歳の男女※20-49 歳の男女
N=12972N=12972

「自然なことだから」と捉える
人は 16％に過ぎず、他とは離
れていることから一般的な理
由とは言えなくなっていると
考えられます。

結婚によって、「自分の
子どもや家族を持てる」
ことや「愛情を感じて
いる人と暮らせる」こ
とに幸せを感じている
人が一群を成していま
す。ウェルビーイング
につながると解釈すれ
ば、この回答の重要さ
が理解できます。



（%）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女性
（2065）

男性
（1902）

 N ほぼ、理想の年齢で結婚できそう 理想の結婚年齢に関わらず、結婚できそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない
男性 (1902) 1902 8.9 43.3 37.7 10.1
女性 (2065 2065 14.4 44.8 30.9 10.0

結婚するつもりはない結婚できそうにない
理想の結婚年齢に関わらず、結婚できそうほぼ、理想の年齢で結婚できそう

10.1

10.0

37.7

30.9

43.3

44.8

8.9

14.4

※20-49 歳の未婚者※20-49 歳の未婚者
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-0.6-0.6 -0.4-0.4 -0.2-0.2 0.20.20.00.0 0.40.4 0.60.6

-0.2-0.2

0.00.0

0.20.2

0.40.4

0.60.6

0.80.8

-0.4-0.4

-0.6-0.6

3.13.1

0.90.9

4.34.3

6.86.8

18.118.1
14.514.5

15.115.1

15.715.7

10.210.2

51.051.0

9.29.2

12.612.6

18.118.1

18.518.5

結婚したいと思う相手と
出会いそうにないから
結婚したいと思う相手と
出会いそうにないから

自分の生き方と結婚を
両立できそうにないから
自分の生き方と結婚を
両立できそうにないから

結婚資金が
十分でないから
結婚資金が
十分でないから

仕事と結婚を両立
できそうにないから
仕事と結婚を両立
できそうにないから

結婚後の所得に
不安があるから
結婚後の所得に
不安があるから

学業を優先したいから学業を優先したいから

自分の就業・雇用に
不安があるから
自分の就業・雇用に
不安があるから

異性とうまく付き
合えないから
異性とうまく付き
合えないから

自分に自信を
持てないから
自分に自信を
持てないから

結婚相手の
意向だから
結婚相手の
意向だから

自分の健康面の不安や
身体的な理由から
自分の健康面の不安や
身体的な理由から

出産や子育てに
不安があるから
出産や子育てに
不安があるから

コロナ禍で生活に悪影響があったり
将来が不透明になったりしたから
コロナ禍で生活に悪影響があったり
将来が不透明になったりしたから経済環境・社会環境が不安定・不透明

だから（コロナ禍の影響を除く）
経済環境・社会環境が不安定・不透明
だから（コロナ禍の影響を除く）

※20-49 歳の男女※20-49 歳の男女
N=5382N=5382

（結婚希望の実現予想）
　次は、「結婚できない」など、結婚希望が実現できない理由をバブルチャートにしました。
要因分析や施策で重視すべきコンセプトが見えてきます。

「理想の年齢よりも遅くなりそう（もっと早く結婚したかった）」
「結婚できそうにない（と思っていた）」
「結婚するつもりはない（なかった）」と思う理由

　「結婚できそうにない」
とする未婚者は、男女とも
に 30％を超えています。

結婚の見通し

「異性とうまく付
き合えない」「自
分に自信がない」
といった自分に対
する意識の問題が
表れています。

「出会いがない」が 50％に上り、
他の回答と独立した重要度の高い
問題であるとわかります。

結婚資金や結婚後の
所得といった経済的
問題が理由になって
います。

生き方と結婚、仕事と
結婚といった「両立」
の問題がまとまってい
ます。



　未婚者では男女とも約
80％、有配偶者ではほ
とんどの人が、１人以上
子どもが欲しいと希望し
ています。
　希望する子ども数は、
未婚者・有配偶者とも

「２人」が約 50％を占
めますが、有配偶者で
は「３人」も約 30％に
達します。

子どもが欲しいと思う（思った）理由

（未婚者） （有配偶者）
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-0.8-0.8 -0.6-0.6 -0.4-0.4 -0.2-0.2 0.20.20.00.0 0.40.4 0.60.6 0.80.8

-0.2-0.2

0.00.0

0.20.2

0.40.4

0.60.6

0.80.8

-0.4-0.4

-0.6-0.6

10.010.0

54.554.5

10.810.8

8.38.3
38.238.2

37.437.4

5.45.4

3.03.0

54.554.5
31.431.4

周囲が望むから周囲が望むから

周囲に認められるから周囲に認められるから好きな人の子どもを
持ちたいから
好きな人の子どもを
持ちたいから

子どもが好きだから子どもが好きだから
老後の支えになるから老後の支えになるから

夫婦関係を
安定させるから
夫婦関係を
安定させるから

生活が楽しく
心が豊かになるから
生活が楽しく
心が豊かになるから

 将来、社会の
支えになるから
 将来、社会の
支えになるから

自然なことだから自然なことだから

※20-49 歳の男女※20-49 歳の男女
N=12342N=12342

（%）

子どもは
欲しくない

５人
以上

４人３人２人１人0

10

20

30

40

50

60

70

7.3

55.4

15.5

0.8 0.4

20.7

9.5

58.2

13.6

1.1 0.5

17.1

女性（2083）男性（1900） （%）

子どもは
欲しくない

５人
以上

４人３人２人１人0

10

20

30

40

50

60

70

8.2

48.1

35.3

4.3 1.6 2.5
9.4

54.9

29.8

2.4 1.9 1.5

女性（5931）男性（3120）

希望する子ども数

「好きな人の子どもを持ち
たいから」「子どもが好き
だから」という「好き」と
いう感情が重要な理由であ
ることがわかります。

「自然なことだから」
は 30％を超えてい
ます。しかし、結婚
と同様、他の回答と
は離れており、やや
特別な考え方と言え
るかもしれません。

子どもが欲しい理由にはや
やばらつきがみられます
が、「生活の楽しさや心の
豊かさ」といった、結婚と
同様に幸福感につながる捉
え方をしている人が 50％
を超え、最も多くなってい
ます。

（２）子ども数
（希望する子ども数）
　結婚希望の次は子どもが欲しいと思う理由をバブルチャートにしました。「希望」を分
類したところ、結婚と同様、幸福感につながる理由が最も大きな割合になっています。



（%）

子どもを持つ
予定はない

５人
以上

４人３人２人１人0

10

20

30

40

50

60

23.7

45.6

5.1
0.3

25.3

34.6
39.9

4.6
0.8 0.1 0.0

19.9

女性（2091）男性（1890）

　希望する子ども数に比
べ、持てると思う子ども
数は、未婚者、有配偶者
ともに「１人」が大きく
増加し、「３人」が減少
します。未婚者では、「２
人」も減ります。
　希望どおりに子ども数
を持てない人が多いこと
がわかります。

（%）

子どもを持つ
予定はない

５人
以上

４人３人２人１人0

10

20

30

40

50

60

18.6

53.4

22.0

2.0 0.6
3.4

17.2

53.7

23.5

2.3 1.3 2.0

女性（5907）男性（3123）

（未婚者） （有配偶者）

-0.6-0.6-0.8-0.8-1.0-1.0 -0.4-0.4 -0.2-0.2 0.20.20.00.0 0.40.4 0.60.6 0.80.8

-0.2-0.2

0.00.0

0.20.2

0.40.4

0.60.6

0.80.8

-0.4-0.4

-0.6-0.6

-0.8-0.8

4.14.1

2.02.0

4.44.4

6.26.2

18.418.4

7.37.3

4.04.050.450.4

48.048.0

20.120.1
24.624.6

3.93.9

6.46.4

12.712.7

1.91.9

2.92.9

17.317.3

希望する保育所等に
預けられそうに
ないから

希望する保育所等に
預けられそうに
ないから

家事や子育ての
協力者がいないから
家事や子育ての
協力者がいないから

妊娠・出産・子育ては
肉体的・精神的な
負担が大きいから

妊娠・出産・子育ては
肉体的・精神的な
負担が大きいから

自分や配偶者の
年齢が高いから
自分や配偶者の
年齢が高いから

自分の生き方と出産・子育て
を両立できそうにないから
自分の生き方と出産・子育て
を両立できそうにないから

自分や配偶者の就業・
　雇用に不安があるから
自分や配偶者の就業・
　雇用に不安があるから

自分や配偶者の健康面
の不安や身体的な不安が
あるから

自分や配偶者の健康面
の不安や身体的な不安が
あるから

経済環境・社会環境が
不安定・不透明だから
（コロナ禍の影響を除く）

経済環境・社会環境が
不安定・不透明だから
（コロナ禍の影響を除く）

所得に不安があるから所得に不安があるから

子育てや教育に
お金がかかりすぎるから
子育てや教育に
お金がかかりすぎるから

仕事と出産・子育てを
両立できそうにないから
仕事と出産・子育てを
両立できそうにないから

コロナ禍で生活に悪影響があったり、
将来が不透明になったりしたから
コロナ禍で生活に悪影響があったり、
将来が不透明になったりしたから

結婚が遅くなり
そうだから
結婚が遅くなり
そうだから

配偶者が望まないから配偶者が望まないから

子どもを持つことを
重視していないから
子どもを持つことを
重視していないから

自分に自信が
持てないから
自分に自信が
持てないから

住宅事情が
厳しいから
住宅事情が
厳しいから

※持てると思う子ども数が希望する子ども数より少ない者、20-49 歳の男女※持てると思う子ども数が希望する子ども数より少ない者、20-49 歳の男女

N=4460N=4460
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希望する子ども数を
実現できない最大の
理由は経済問題です。
所得の不安と子育て・
教育の経済的負担が
セットになっていま
す。

様々な子育ての負担がまと
まっています。単に肉体的・
精神的負担というだけでな
く、仕事との両立、弧育等の
問題が絡み合って負担感を形
成しています。

横軸でみたとき、結婚
が遅くなりそうなこと
と年齢の高さが近く、

「年齢」が問題となる
ことがわかります。

（持てると思う子ども数）
　希望する子ども数に対して、持てると思う子ども数が少ない理由をバブルチャートにし
ました。経済的な問題、子育ての負担感、年齢などの理由を軸にして、多くの問題が絡み合っ
ていることがわかります。

持てると思う子ども数が希望する子ども数より少ない理由

持てると思う子ども数
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　交際相手がいるかどうか、
過去に交際経験があったかど
うかは、結婚希望の実現見通
しに強く影響しています。
　成婚に至らなくても交際の
機会をつくることの重要さが
伝わってきます。

　交際経験のない人は男女と
も、この５年で大きく増加し
ました。男女の出会いの機会
が減少していると推察されま
す。
　交際相手の有無に男女差が
あるのは、調査対象の 20-49
歳人口では女性より男性が多
いためです。加えて、地域に
よっては未婚者の性比が大き
く男性に偏っており、切実な
人口問題を惹起しています。

（%）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

これまでも出会いの
機会がなかった（563）

 今はいない
（過去はいた）（874）

いる　　（609）

これまでも出会いの
機会がなかった（751）

 今はいない
（過去はいた）（785）

いる　　（338）

男
性

女
性

（交際相手）

（交際相手）

1.7

6.1

17.8

5.1

8.7

22.4

9.3

39.5

54.1

10.3

39.1

53.7

21.9

31.5

14.3

32.4

35.7

16.4

24.5

15.9

11.5

18.6

12.2

4.3

16.3

1.7

3.6

26.2

5.3

2.3

30.1

4.3

3.1

結婚するつもりはない結婚できそうにない
理想の年齢よりも遅くなりそう結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う
理想の年齢よりも早くなりそうほぼ、理想の年齢で結婚できそう

※20-49歳の未婚者

希望に影響を及ぼす要因の検証
　「理由の分析」では、要因分析の切り口となりそうな「コンセプト」を抽出しました。ここでは、
それらのコンセプトが実際に若者の希望やその実現に影響している要因であるか検証します。
これらが要因と認められるなら、市町村比較を行う指標に採用して地域差を測定し、施策の
方向付けに利用できます。

交際相手・交際経験の有無

結婚についての見通し

(1）男女の出会い
　「男女の出会い」は結婚の前提であり、結婚できない理由に「出会いがない」ことがはっき
り表れています。男女が出会えば、その中から交際が始まります。出会いは、結婚希望や実
現予想にどのように影響するのでしょうか。交際相手や交際経験のデータを用いて調べます。

（%）

男
性

女
性

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

2023年
（2091）

2018年
（434）

2023年
（1905）

2018年
（376） 22.8

38.4

14.3

20.0

39.625.0

50.8

38.3

50.5

40.8

3.4

26.3

23.2

35.2

39.1

これまでも出会いの機会がなかった今はいないいる

※20-49歳の未婚者
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19岡山県　少子化要因「見える化」ツール 　2025

-0.6-0.6-0.8-0.8 -0.4-0.4 -0.2-0.2 0.20.20.00.0 0.40.4 0.60.6

-0.2-0.2

0.00.0

0.20.2

0.40.4

0.60.6

0.80.8

-0.4-0.4

-0.6-0.6

-0.8-0.8
N=3139N=3139

40.840.8

37.637.6

41.141.1

６.８６.８

10.210.2

35.335.3

27.327.3

11.111.1

6.36.3

19.019.0

22.822.835.835.8

28.328.3

自分は友人が少ないから自分は友人が少ないから

自分が地域の
交流活動に積極的でないから
自分が地域の
交流活動に積極的でないから

地域の若年人口が
減少しているから
地域の若年人口が
減少しているから地域コミュニティの担い手が

年配者に偏っているから
地域コミュニティの担い手が
年配者に偏っているから

地域の若年人口男女比に
偏りがあるから
地域の若年人口男女比に
偏りがあるから

以前の見合い話のような、
親戚、知人、上司等からの
紹介がないから

以前の見合い話のような、
親戚、知人、上司等からの
紹介がないから

自分がスポーツ、文化、
余暇等の活動を通じた
交遊に積極的でないから

自分がスポーツ、文化、
余暇等の活動を通じた
交遊に積極的でないから

若者が出会い、
交流する地域活動が活発でないから
若者が出会い、
交流する地域活動が活発でないから

自分がSNS等を通じた
交流に積極的でないから
自分がSNS等を通じた
交流に積極的でないから

職場の従業員の男女比に
偏りがあるから
職場の従業員の男女比に
偏りがあるから

自分は働いていないから自分は働いていないから

職場に若年の
従業員が少ないから
職場に若年の
従業員が少ないから

仕事で職場外との
交流が少ないから
仕事で職場外との
交流が少ないから

※現在交際相手がなく、周囲に男女の出会いがないとする20-49歳の独身者※現在交際相手がなく、周囲に男女の出会いがないとする20-49歳の独身者

自分自身の社会活動
等への積極性のなさ
や 友 人 の 少 な さ と
いった理由が大きな
まとまりをつくって
います。
これは、単なる出会
いイベント等でない、
施策設計が必要であ
ることを示唆してい
ます。

地域コミュニティにおけ
る若年人口の割合、性比、
交流の活発度が１つのま
とまりを形成しています。
これは地域の人口構造の
問題を浮き彫りにしてい
ます。

以上の分析から、次の２つの指標を分析に利用します。

❶交際経験　
❷男女の出会いの機会

[ 施策に対する示唆 ]
● 出会いの機会の問題は、出会いイベントに加え、地域コミュニティでのイベント、伝統行事、スポーツ・

文化活動等、様々な地域特性を生かして、社会活動等に積極的でない若年層が参加したくなる仕掛け
づくりに取り組むことが必要と考えられます。

● また、職場における人材の多様性や女性活躍の不足が、出会いの機会を減じている可能性が考えられ
ます。

市町村分析に用いる 指標

交際や結婚につながるような異性との出会いが「ないと思う」理由

（出会いがないと思う理由）
　若者が出会いがないと思う理由を、バブルチャートにして深掘りしてみます。

職場での若年従業者の割
合、性比、職場外との交流
といった職場環境も、男女
の出会いがない大きな要因
になっています。
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（２）所得
　「理由の分析」では結婚希望や希望する子ども数が実現できない理由として「所得」の重要
性が浮き彫りになりました。個人の所得水準はそれぞれの価値観を通じて主観である「所得
のゆとり感」に変換され、結婚や子ども数の希望と実現予想に影響すると想定されます。

　まず、独身者が、結婚を前
提とした「所得のゆとり感」
をどう捉えているか実態を確
認しましょう。
　2023 年では「不足してい
る」は男性で 64％に達してい
ます。女性は 55％に上り、５
年前の 41％から大幅に増加し
ているところが注目されます。

（結婚）

結婚についての見通し

　「所得のゆとり感」が低いほ
ど「結婚できそうにない」が
増加する傾向は特に男性で顕
著です。ところが「十分であ
る」場合、「理想の年齢よりも
遅くなりそう」等が増え、所
得の効果の二面性が表れてい
ます。
　女性では、「所得のゆとり感」
と結婚見通しの関係は男性ほ
ど明確ではありません。それ
でも「所得のゆとり感」が低
くなると、「結婚するつもりは
ない」が増加します。

（%）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

相手の所得しだいである
（149）

まったく不足している
（690）

やや不足している
（282）

不足しているかもしれないが
支障はない（289）

十分である
（81）

（%）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

相手の所得しだいである
（283）

まったく不足している
（611）

やや不足している
（291）

不足しているかもしれないが
支障はない（315）315

十分である
（110）

13.5

1.4

5.2

11.3

13.0

38.0

32.6

28.5

46.9

49.0

28.1

23.6

31.5

21.0

28.3

12.1

27.1

17.7

10.8

8.5

0.7

8.6

2.8

3.3

0.3

7.6

6.7

14.2

6.6

0.8

12.9

4.6

8.2

13.1

16.4

34.2

38.6

21.3

38.6

29.9

31.9

29.2

42.4

24.2

33.6

16.0

15.7

6.1

11.9

13.3

2.0

2.7

1.1

0.2

5.0

9.9

19.2

11.1

6.6

結婚するつもりはない結婚できそうにない
理想の年齢よりも遅くなりそう結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う
理想の年齢よりも早くなりそうほぼ、理想の年齢で結婚できそう

※就業している20-49歳未婚者

男
性

女
性

結
婚
生
活
を
送
る
場
合
の
自
身
の
所
得

結
婚
生
活
を
送
る
場
合
の
自
身
の
所
得

（%）

男
性

女
性

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

2023年
（2154）

2018年
（420）

2023年
（1748）

2018年
（352） ６.845.12１.0 22.94.2

9.448.419.8 15.56.8

23.924.323.6 16.711.4

15.833.02１.8 22.27.2

まったく不足している
不足しているかもしれないが支障はない十分である

やや不足している
相手の所得しだいである

※就業している20-49歳未婚者及び離死別による20-49歳独身者

結婚生活を送るとしたときの所得のゆとり感

所得のゆとり感と結婚についての見通し
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（子ども数）
　子育て世帯における夫婦の年収合計は、３人目の子どもが持てるかどうかに影響してい
ます。子育て世帯の年収が増えると、持てると思う子ども数の「３人」が増加し、減少す
るのは主に「２人」です。

（%）

0

10

20

30

40

50

60

５人以上４人３人２人１人

10.7

44.5

35.5

7.0
2.4

11.5

47.4

34.0

6.1
1.0

12.5

50.7

30.5

4.7
1.6

12.5

53.9

27.4

4.6
1.6

14.9

56.3

20.5

5.6
2.7

400万円未満（574）
600万円未満（1446） 800万円未満（1806）

（夫婦の年収）

1000万円未満（1082）
400万円以上 600万円以上 800万円以上 1000万円以上（787）

※子育て世帯

[ 施策に対する示唆 ]
● 県民意識調査では、結婚生活を送るために必要な追加所得額と、子育て世帯のもう 1 人子どもを持っ

てもいいと思う追加所得額を集計しています。結果は、両方とも年収にしておよそ 200 万円でした。
● 若年層１人当たり、あるいは子育て世帯当たり年収 200 万円の増額を、補助金等の政策だけでまか

なうのは容易ではありません。しかし、産業振興、企業立地、技術革新等のマクロ・ミクロの地域経
済政策のベンチマークになるでしょう。

● また、若年層の就業が多い産業を対象にした産業振興策をはじめ、若年層の起業支援や社会課題解決
型ビジネス等の振興によって世代間の所得分配率に影響を及ぼす方法等も考えられます。

以上の分析から、次の指標を分析に利用します。

❸所得のゆとり感

市町村分析に用いる指標

市町村分析に用いる 指標

夫婦の年収別の持てると思う子ども数
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（３）雇用
　「所得のゆとり感」は現在の所得水準に対する感じ方を表しています。一方、正規雇用・
非正規雇用等の雇用形態は、将来所得の安定性、あるいは生涯所得そのものに影響します。
このため雇用形態も、一生の決断である結婚や子ども数の希望や実現に影響すると考えら
れます。

（結婚）

　男性の非正規雇用者が正規
雇用者に比べて、結婚できな
い人の割合が高いことは以前
から知られていることです。
そのことが、結婚希望の段階
から始まっていることが図か
らわかります。
　また、2023 年の県民意識
調査では、女性においても非
正規雇用であると結婚希望が
弱いことがはっきりと表れる
ようになりました。

　結婚希望の実現予想も、男
女ともに、非正規雇用である
と、「結婚できそうにない」が
多くなります。
　特に、女性で非正規雇用で
あると正規雇用に比べて、「結
婚できそうにない」という人
が大幅に増えることは注目点
です。
　現在、結婚支援にとって女
性の雇用の正規化は１つの焦
点と言えそうです。（%）

男
性

女
性

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

非正規雇用
（424）

正規雇用
（1126）

非正規雇用
（242）

正規雇用
（1133） 8.1

11.7

8.9

15.8

39.6

45.0

29.6

43.7

25.0

19.9

34.1

25.0

15.4

15.2

12.9

9.0

3.4

3.8

1.2

8.4

4.5

13.2

6.4

結婚するつもりはない結婚できそうにない
理想の年齢よりも遅くなりそう結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う
理想の年齢よりも早くなりそうほぼ、理想の年齢で結婚できそう

※20-49歳の未婚の雇用者

（%）

男
性

女
性

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

非正規雇用
（431）

正規雇用
（1147）

非正規雇用
（241）

正規雇用
（1146） 2.6

1.7

3.9

5.2

10.7

18.0

7.5

6.2 16.1

9.7

9.2

4.3

46.5

39.7

47.9

39.6

16.2

19.7

19.4

32.1

17.5

3.9

12.6

9.7

その他一生、結婚するつもりはない

相手が見つかっても、当分、結婚する
つもりはない（いつかは結婚するつもり）

結婚年齢に関係なく、結婚したいと
思う相手が見つかれば結婚したい

ある程度の年齢までに結婚したいすぐにでも結婚したい

※20-49歳の未婚の雇用者

（注）正規雇用は、雇用者のうち正規の職員・従業員であり、非正規雇用は、パート・アルバイト、
      派遣・嘱託・契約社員である

雇用形態別の結婚についての考え

雇用形態別の結婚の見通し



[ 施策に対する示唆 ]
● 結婚支援のためには男女ともに正規雇用による初職就業や現在の雇用形態の正規雇用化が求められます。
● これにより、正規雇用の共働き夫婦が増えるとすれば、共働き夫婦の希望する子ども数の実現のために、

仕事と出産・子育ての両立のための支援を一層強化していく必要があります。
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23岡山県　少子化要因「見える化」ツール 　2025

以上の分析から、次の指標を分析に利用します。

❹雇用の安定性

（子ども数）

　2023 年調査では、子育て世
帯の「夫婦とも正規雇用」が「夫
は正規雇用、妻は非正規雇用」
に迫っています。

　「夫婦とも正規雇用」の子育
て世帯と「夫は正規雇用、妻
は非正規雇用」の子育て世帯
で、希望する子ども数と持て
ると思う子ども数を比較しま
した。両者の間に、希望する
子ども数、持てると思う子ど
も数の差はほとんどみられま
せん。

市町村分析に用いる指標

市町村分析に用いる 指標

（%）

N＝3748

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
※夫婦とも雇用者の子育て世帯※夫婦とも雇用者の子育て世帯

0.71.353.744.3

夫は正規雇用、妻は非正規雇用
両方とも非正規雇用夫は非正規雇用、妻は正規雇用

夫婦とも正規雇用

（%）

0

10

20

30

40

50

60

子どもは
欲しくなかった

５人以上４人３人２人１人

3.0

40.8
48.5

5.6 2.03.3

37.3

49.9

7.3
1.8 0.3 0.0

夫は正規雇用、妻は非正規雇用（1907）夫婦とも正規雇用（1725）

※夫婦とも雇用者の子育て世帯※夫婦とも雇用者の子育て世帯

（%）

５人以上４人３人２人１人
0

10

20

30

40

50

60

10.6

51.2

31.5

5.4
1.2

12.1

48.0

32.0

6.0
1.9

夫は正規雇用、妻は非正規雇用（2156）夫婦とも正規雇用（2379）

※夫婦とも雇用者の子育て世帯※夫婦とも雇用者の子育て世帯

夫婦の雇用形態別の持てると思う子ども数

夫婦の雇用形態別の希望する子ども数

夫婦の雇用形態

　以前は、就業時間に自由度
があるパートタイムが多い非
正規雇用の方が子育てに有利
という見方がありました。し
かし、今では、希望する子ど
も数や持てると思う子ども数
に、雇用形態の違いによる差
はみられません。
　パートタイム＝非正規雇用
ではない雇用形態（短時間正
規雇用等）が広がりつつある
ことも要因の１つになってい
ると推察されます。



（４）生き方と結婚・子育ての両立
　若年層を中心にジェンダー観は大きく変化しています。男女のそれぞれが自分の生き方と、
結婚や子育てを両立していくためには、結婚してパートナーと家事・子育てをともに担って
いくことが求められます。しかし、理想と現実には依然、大きなギャップがみられます。
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（%）

男
性

女
性

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

2023年
（8686）

2018年
（1592）

2023年
（5292）

2018年
（1048） 

※20-49歳の男女

まったくそう思わないそう思わないどちらかと言えばそう思わない
どちらかと言えばそう思うそう思うとてもそう思う

19.1

35.5

21.9

40.1

25.0

29.7

23.5

26.5

18.8

15.4

21.6

15.7

26.6

14.8

26.7

14.2

7.5

3.2

4.1

2.1

3.1

1.4

2.3

1.4

夫
の
関
わ
り
方

妻
の
関
わ
り
方

妻からみた
妻の関わり方
(4979)

夫からみた
妻の関わり方
(706)

妻からみた
夫の関わり方
(4893)

夫からみた
夫の関わり方
(717)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（%）

まったく関わっていない
あまり関わっていないある程度関わっている
十分に関わっているほとんど１人でしている

1.9

0.2

8.6

16.6

2.2

0.3

48.7

45.5

10.3

5.6

39.7

34.9

69.1

55.4

2.9

1.1

18.2

38.7

※配偶者と同居している子育て世帯※配偶者と同居している子育て世帯

（%）000 101010 202020 303030 404040 505050 606060 707070 808080 909090 1001001000 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女性
（5917）

男性
（3113）

※20-49歳の有配偶者

家事や子育てはほとんどやっていない身の回りのことなど少しは
自分でやっている

夫婦でお互いに半分程度やっている自分がほとんど１人でやっている

9.8

0.1

47.4

2.1

41.3

40.7

1.5

57.1

自分の家事や子育てへの関わり方

家事や子育てへの関わり方への評価

「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について

　妻の視点に固定して夫婦の
家事や子育てへの評価を測定
すると、妻からみて夫が「ほ
とんど 1 人でしている」「十
分に関わっている」は 36％で
す。一方で、妻自身の同回答
は 94％に上り、極めて大きな
ギャップが生じています。

　夫婦の役割分担についての
回答は、ジェンダー観がドラ
スティックに変化しているこ
とを示しています。

　しかし、20-49 歳の有配偶
者に自分の家事や子育てへの
関わり方を尋ねると、「夫婦で
お互いに半分程度やっている」
は男女ともに 41％にとどまり
ます。残りの回答のほとんど
は、女性への家事・子育て負
担の偏りを表しています。
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（%）

0

10

20

30

40

50

60

５人以上４人３人２人１人

20.7

53.8

18.8

3.8 2.8

20.9

45.7

25.6

6.6
1.2

16.4

47.7

28.2

6.0
1.7

9.8

53.1

30.7

5.3
1.1

10.0

49.9

32.6

4.8 2.7

10.9

48.3

33.3

6.4
1.1

※子育て世帯の妻

（夫の家事や子育てへの関わり方に対する妻の満足度）
とても満足している（690） 満足している（1236）
どちらかと言えば満足している（1570） どちらかと言えば不満である（949）
不満である（300） とても不満である（209）

（%）

（配偶者の家事や子育ての関わり方について）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

妻
（4974）

夫
（720）

とても不満である不満である
どちらかと言えば不満であるどちらかと言えば満足している
満足しているとても満足している

0.8

3.9

0.4

7.2

5.5

19.3

17.8

30.8

34.4

25.7

41.0

13.1

※配偶者と同居している子育て世帯※配偶者と同居している子育て世帯

　子育て世帯のパートナーに対
する家事や子育ての関わり方へ
の満足度は、「とても満足して
いる」をみるだけでも、夫は
41％、妻は 13％と大きな差が
あります。

[ 施策に対する示唆 ]
● 若年層を中心とした急速なジェンダー観の変化に対して、家庭内の家事や子育ての分担等、現実が意識

に追い付いていないことが、女性が結婚に「生きにくさ」を感じる理由の１つになっていることが考え
られます。

● 一方で、女性に偏った家事や子育ての分担の実態は、ジェンダー観が急速に変化している以上、男女の
意識差だけに理由を求めることは難しいと考えます。背後に、女性に負担が偏らざるを得ない要因となる、
例えば働き方の問題が存在する可能性が考えられます。

以上の分析から、次の３つの指標を分析に利用します。

❺伝統的な男女の役割分担意識の解消　　
❻家事・子育て負担の夫婦の同等性
❼夫の家事・子育てへの関わり方の妻の評価

市町村分析に用いる指標

市町村分析に用いる 指標

配偶者の家事や子育ての関わり方に対する満足度

妻の、夫の家事や子育てへの関わり方に対する満足度と持てると思う子ども数

　ここまでの分析結果は、そもそもジェンダーギャップ解消という点で問題です。加えて、出生
率の見地から、例えば、妻の、夫の家事や子育てへの関わり方に対する満足度が、３人目の子ど
もが持てるかどうかに影響していることにも注目する必要があります。



（５）仕事と結婚・子育ての両立
　若年層を中心にジェンダー観が変化する中で、どうして夫と妻の間で家事や子育ての関
わり方に差が生じてしまうのでしょうか。その理由の１つにワーク ･ ライフ ･ バランスの
問題が考えられます。

　仕事と家庭生活の優先度を
みると、その理想に男女間で
ほとんど差がみられません。

　しかし、理想と現実との差
は明らかです。男性は仕事を
優先し、女性は家庭を優先し
ています。その最大の犠牲は、

「仕事も家庭も、充実させて両
立したい」という希望の実現
です。

　「仕事も家庭も、充実させて
両立したい」という若年層を
中心とした希望のあり方の１
つに仕事でのキャリアアップ
と家庭の両立が考えられます。
　実際、女性の 80％近くは
キャリアップを目指し、その
大半が家庭との両立を理想と
しています。

　希望する子ども数を比較する
と、キャリアアップに取り組み、
家庭や子育てとの両立を目指す
女性は、キャリアアップを目指
さない女性を上回っています。
　子育てしながら働く女性が
キャリアアップを目指すこと
は、希望レベルでは出生率にマ
イナスの影響を及ぼしません。

（%）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女性
（8700）

男性
（5263）

※20-49歳の男女

その他
子どもの数にかかわらず、仕事にはしっかり取り組むが、キャリアアップは目指さない
子どもの数にかかわらず、キャリアアップに一定程度取り組み、自分の時間や家庭、子育てとの両立を目指す
子どもの数は２人以上で、仕事でのキャリアアップを目指す
子どもの数は１人で、仕事でのキャリアアップを目指す
子どもは持たずに、仕事でのキャリアアップを目指す

6.2

1.6

14.6

21.3

61.3

63.7

9.7

6.8

5.4

3.1

2.8

3.4
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（%）000 101010 202020 303030 404040 505050 606060 707070 808080 909090 1001001000 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女性
（8497）

男性
（5165）

仕事も家庭も、充実させて両立したい仕事も家庭も、ほどほどで両立したい
家庭生活を優先したい仕事を優先したい

40.2

36.6

34.5

36.6

20.8

24.7

4.5

2.1

※20-49歳の男女

（%）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女性
（8423）

男性
（5096）

仕事も家庭も、充実させて両立している仕事も家庭も、ほどほどで両立している
家庭生活を優先している仕事を優先している

10.3

5.3

45.0

47.9

11.5

32.6

33.1

14.1

※20-49歳の男女

仕事と家庭生活（子育てを含む）における優先度の理想

仕事と家庭生活（子育てを含む）における優先度の現実

働く女性のキャリアアップの理想

働く女性のキャリアアップの理想別にみた希望する子ども数

働く女性のキャリアアップの理想 希望する子ども数
平均値（人）

子どもの数にかかわらず、キャリアアップに一定程度取り
組み、自分の時間や家庭、子育てとの両立を目指す (5519) 2.24

子どもの数にかかわらず、仕事にはしっかり取り組むが、
キャリアアップは目指さない (1890) 2.11

※ 20-49 歳の女性
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（%）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

女性
（5340）

男性
（3681）

まったくそう思わないそう思わない
どちらかと言えばそう思わないどちらかと言えばそう思う
そう思うとてもそう思う

14.0

12.6

14.1

15.5

29.9

26.0

26.1

30.1

12.2

11.5

3.7

4.4

※就業している20-49歳の男女

（現在の職場で働く女性が子育てをしながら理想のキャリアアップができる）

働く女性が子育てをしながら理想のキャリアアップができる可能性

職場における働く女性・男性への配慮

子育て世帯の育児休業の取得状況

[ 施策に対する示唆 ]
● 企業経営の目標は第一に収益の増大です。男女ともに従業員幸福（ワーク･ライフ･バランスの実現、キャ

リア形成、仕事と子育ての両立等）の実現を支援することは、人材の確保や定着率アップ、従業員の企
業への帰属意識向上等を通じて生産性を上昇させ、企業と従業員の目標を合致させる可能性があります。

● このことを「企業と従業員のエンゲージメント」と呼びますが、このための知識やノウハウをすべて
の企業が持っているとは限りません。専門家の派遣等によって成功例を作り出し、地域企業に横展開
していくといった施策が考えられます。

以上の分析から、次の４つの指標を分析に利用します。

❽ワーク ･ ライフ ･ バランスの両方充実の実現度　
❾職場における女性のキャリアアップの可能性
❿職場における配慮　
⓫育児休業の夫の取得

市町村分析に用いる指標

市町村分析に用いる 指標

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（%）

育児休業（男性を含む）や子どもの急な
病気等による休暇の取りやすさ（7210）
定時退社の声かけ等、職場における仕事と
家庭の両立を支援する雰囲気（7200）
若年層の給与水準や家族手当の支給等、
結婚や子育て等への経済的支援（7187）
仕事と子育ての両立に関わる
相談体制や上司の理解（7189）
職場の男女比や社外との交流等、
男女の出会いや交流への配慮（7186）
短時間勤務や在宅勤務、勤務地限定等、
仕事と家庭の両立への配慮（7204）

※就業している20-49歳の女性

判断できない・該当しない
ないと思うどちらかと言えば、ないと思う
どちらかと言えば、あると思うあると思う

4.3

5.1

13.1

8.3

19.7

10.1

6.7

9.5

29.8

12.8

39.1

14.7

8.6

10.6

23.3

14.5

20.5

14.8

38.8

40.6

25.0

44.1

15.5

36.0

41.6

34.1

8.8

20.4

5.2

24.3

（%）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

妻
（3440）

夫
（5041）

取得するつもりがなかった取得したかったが、できなかった
取得したが、取得したかった期間よりも短かった取得した

67.4

5.4

16.8

8.3

4.6

10.3

11.2

75.9

※雇用者
（注）自営業、役員、無職等の育児休業の非該当者を除く集計である

　実際、結婚や子育てに関し
て職場における配慮は、女性
にどのように評価されている
のでしょうか。
　休暇の取りやすさや両立に
配慮した雰囲気は比較的高評
価です。それでも「あると思う」
と言い切れる職場は 30％から
40％です。
　両立に関わる相談体制や上
司の理解が「あると思う」は
20％、経済的支援が「あると
思う」は９％に過ぎません。

　ところが、現在の職場が働
く女性のキャリアアップの理
想を実現できるかと言えば、
50％を超える女性が否定的で
す。

　子育てしながら働く女性の
両立を支える企業の姿勢が端
的に表れるのは男性の育児休
業の取得状況ではないでしょ
うか。
　女性の育児休業の取得率は
86％に上りますが、男性の取
得率は、早期の職場復帰を含
めても 16％にとどまります。
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（６）子育ての幸福感と負担感・不安感
　子育ての感情には、「幸福感」と「負担感・不安感」の二面性があることが知られています。
これらの感情は希望する子ども数や持てると思う子ども数にどのように影響を及ぼすのでしょう
か。そのプロセスがわかれば、出生率上昇のための実効ある施策形成ができる可能性があります。

　「子育てをしていて幸せを
感じる」とする子育て世帯は
98％に達します。

　この幸福感には強弱があり、
幸福感が強いほど希望する子
ども数の「３人」が増加します。
　「子育ての楽しさ」で分析し
ても同様の結果が得られます。

　負担感・不安感を感じてい
る子育て世帯は 40％前後で
す。この割合から、子育てに
幸福感を感じていても、同時
に負担感・不安感を持つ子育
て世帯も多いことがわかりま
す。

　不安感が強いほど、持てる
と思う子ども数の「３人」が
減る傾向があります。しかし、
幸福感が希望する子ども数に
及ぼす影響ほどの大きな変化
ではありません。

子育ての幸福感

子育て世帯の幸福感と希望する子ども数

子育ての負担感・不安感

子育ての不安感と持てると思う子ども数

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

子育ては楽しい（6388）

子育てをしていて幸せを
感じる（6416）

※子育て世帯

まったくそう思わないそう思わない
どちらかと言えばそう思わないどちらかと言えばそう思う
そう思うとてもそう思う

（%）

0.2

0.0
0.3

0.8

1.3

3.9

17.7

26.3

39.9

40.4

40.8

28.4

（%）

0
10
20
30
40
50
60

子どもは
欲しくなかった

５人以上４人３人２人１人

※子育て世帯

16.1

42.7
34.5

3.6 0.8 2.25.1

43.1 41.9

6.1 3.3 0.50.00.0
3.8

40.9
44.5

7.9
2.94.4

34.7

48.8

7.5 4.5

そう思わない（138）どちらかと言えばそう思う（1155）
そう思う（2564）とてもそう思う（2538）

（子育てをしていて幸せを感じる）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

子育てをしていて、
自信や意欲を失うことが多い
（6409）

子育ては、つらく、
負担になることが多い
（6408）

※子育て世帯

まったくそう思わないそう思わない
どちらかと言えばそう思わないどちらかと言えばそう思う
そう思うとてもそう思う

（%）

5.0

10.8

21.2

26.4

27.0

25.8

27.6

20.5

14.8

12.5

4.4

3.9

（%）

0
10
20
30
40
50
60

５人以上４人３人２人１人
※子育て世帯

12.2

44.5

31.5

8.0 3.810.5

45.1
35.2

7.0 2.2

11.2

50.8

32.5

3.5 2.0

14.3

51.6

27.0

6.3
0.9

19.0

53.7

21.3

5.0 1.0

26.0

48.2

21.0

1.6
3.1

まったくそう思わない（683）そう思わない（1684）
どちらかと言えばそう思わない（1634）どちらかと言えばそう思う（1319）
そう思う（765）とてもそう思う（296）

（子育てをしていて、自信や意欲を失うことが多い）
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29岡山県　少子化要因「見える化」ツール 　2025

第１子（第２子）の子育て経験の第２子（第３子）の希望への影響

第１子の子育て経験が第２子の希望につながった理由

　子育ての幸福感が希望する
子ども数を増やすプロセスを
明らかにするため、第１子の
子育て経験が第２子を持つ希
望につながったかを調べまし
た。
　「つながった」は 56％で、

「どちらかと言えば、つながっ
た」を含めると 77％に達しま
す。第２子から第３子でも「つ
ながった」、「どちらかと言え
ば、つながった」を合計する
とほぼ半数になり、出生率上
昇に対して子育て経験がいか
に重要であるかがわかります。

　第１子の子育て経験が第２
子の希望につながった理由
は、「幸福感」であることが明
らかです。
　もし、希望する子ども数が、
子どもを持つ前に、その人の
価値観であらかじめ決まって
いるなら施策ができることは
多くありません。しかし、「経
験」が影響するのなら、施策
の選択肢は大きく広がりま
す。

[ 施策に対する示唆 ]
● 現在の子育てから得られる幸福感が、次の子どもを持つかどうかの希望に影響していることは明らかで

す。分析結果は、とりわけ、第１子を子育てしている世帯の幸福感を高める施策の重要性を示唆してい
ます。

● 2018 年の県民意識調査では、子育て世帯が、子育てに幸福感を強く感じるのは、子どもの成長や子ど
もとのふれあい、子どもがいることによる家庭の明るさを感じたときであることが明らかになっていま
す。こうしたことを子育て世帯が感じられる機会を施策によって創出することは可能と考えられます。

以上の分析から、次の２つの指標を分析に利用します。

⓬子育ての幸福感　　
⓭子育ての負担感・不安感

市町村分析に用いる指標

市町村分析に用いる 指標

※子育て世帯
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

第２子から第３子（4547）

第１子から第２子（6178）

影響はなかった（ない）
もともと第２子（第３子）を持つという希望はなかった（ない）
もう子どもは欲しくないという気持ちになった
どちらかと言えば、もう子どもは欲しくないという気持ちになった
どちらかと言えば、第２子（第３子）を持ちたいという希望につながった（つながっている）
第２子（第３子）を持ちたいという希望につながった（つながっている）
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（７）自己効力感と本来感
　「理由の分析」では、結婚や子ども数の希望や実現見通しの中にウェルビーイングの要素
が見出せることを指摘しました。また、希望が実現できない理由には、「自信がない」「両
立ができそうにない」といった回答が多くみられます。これらには個人の内面が関わって
おり、過去の経験や本人を取り巻く環境が影響している可能性が考えられます。

　自己効力感は「自分ならで
きる、きっとうまくいく」と
いう感覚です。この感覚は結
婚や子ども数の希望にも影響
を及ぼしますが、どちらかと
言えば、希望の実現見通しへ
の影響の方が強く表れます。
　自己効力感が弱くなると、
急速に「結婚できそうにない」
が増えます。

　持てると思う子ども数は、
自己効力感が強い人ほど、３
人が明らかに増加しています。

自己効力感と結婚についての見通し

自己効力感と持てると思う子ども数

※20-49歳の未婚者
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

強い
（490）

やや強い
（1060）

やや弱い
（1439）

弱い
（854）

（%）

結婚するつもりはない結婚できそうにない
理想の年齢よりも遅くなりそう結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う
理想の年齢よりも早くなりそうほぼ、理想の年齢で結婚できそう
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※20-49歳の男女
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強い（2558）やや強い（4739）やや弱い（4582）弱い（1912）
（自己効力感）

　県民意識調査では、上の仮説を検証できるようロジックを立てて質問を設定しました。下に、その
ロジックをわかりやすく加工して掲載しました。本項では、最初に人々の内面である自己効力感と本
来感が、結婚や子ども数に影響を及ぼすか確認します。

（社会関係資本）

若者の居心地のよさ

結婚や子どもに関わる
小さい頃の経験

子育て世帯の
居心地のよさ

（居心地のよさ）

（経験）

（居心地のよさ）

若年層

子育て世帯

本来感

自己効力感

（自己意識）

結婚や子どもに対する
感じ方

（感受性）

希望する子ども数

結婚希望

（希望の形成）

（希望の実現見通し）

希望する子ども数の
実現見通し

結婚希望の実現見通し

人々のつながり

人々の自己意識等が結婚・子ども数の希望や実現見通しに影響を及ぼすプロセス

＊「自己効力感」は、「自分はうまくい
くかわからないことにも意欲的に取
り組む」「自分は役に立たないと感じ
る（逆順）」への肯定度から作成しま
した。

　 　「本来感」は、「自分はありのまま、
素直に生きていると思う」「自分には

『居場所』があると思う」「今の生活
は心身ともに良好だと思う」への肯
定度から作成しました。

　 　回答結果の合成方法は主成分分析
の第１主成分を採用し、肯定度の強
弱に応じて４段階に区分しました。
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本来感と結婚についての見通し

本来感と持てると思う子ども数

　「自分らしさ」を意味する本
来感も、結婚希望の実現見通
しに影響を及ぼしています。
　図では本来感が弱い人ほど、

「結婚できそうにない」人が大
きく増加していきます。

　本来感と持てると思う子ど
も数の関係も同様です。
　本来感が強い人ほど、持て
ると思う子ども数「３人」が
増加し、「１人」が減少する傾
向が明らかです。

[ 施策に対する示唆 ]
● 「結婚や子どもを持つことは自然」といった伝統的な価値観が減退していると言われる中で、現代的

な心身の健康に対する捉え方である「ウェルビーイング」の構成要素とされる「自己効力感」や「本
来感」が、若年層の結婚・子ども数に対する希望や実現見通しに影響を及ぼしていることは新たな発
見です。

● 自己効力感や本来感の形成を促す教育の取組が活発化しつつあります。ライフデザイン支援と併せて、
保育園等の幼少期から小中学校、高校に至る段階的な教育が必要です。

● また、子どもたちにおいては、自分が暮らしている地域が好きという気持ちと、自己効力感や本来感
がリンクしていると言われており、家族や地域ぐるみの取組も重視されます。

以上の分析から、次の２つの指標を分析に利用します。

⓮自己効力感　　
⓯本来感

市町村分析に用いる指標

市町村分析に用いる 指標

※20-49歳の未婚者
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

強い
（923）

やや強い
（814）

やや弱い
（1081）

弱い
（1020）

（%）

結婚するつもりはない結婚できそうにない
理想の年齢よりも遅くなりそう結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う
理想の年齢よりも早くなりそうほぼ、理想の年齢で結婚できそう
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感
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強い（4094）やや強い（3409）やや弱い（3508）弱い（2768）
（本来感）
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（８）結婚や子どもに対する感じ方
　「理由の分析」では、結婚や子どもを持つ理由として「愛情を感じている人と暮らせる」「生
活が楽しく心が豊かになる」などといった感じ方を答える人が多くみられました。本項の「感
じ方」は、幸せそうな夫婦や小さな子どもがいる子育て世帯を見てどう感じるか測定したも
ので「感受性」に近い概念です。こうした感受性の差も結婚や子どもを持つ希望に影響して
いる可能性があります。

結婚や子どもに対する感じ方と結婚についての考え

結婚や子どもに対する感じ方と希望する子ども数

　「結婚や子どもに対する感じ
方」が及ぼす結婚希望の強さ
への影響はとても大きなもの
です。
　「ある程度の年齢までに結婚
したい」という結婚の年齢志
向は、結婚希望が強いことを
表しています。
　「結婚や子どもに対する感じ
方」が強いほど、その年齢志
向が大きく拡大しています。

　希望する子ども数に対して
は、とりわけ「３人」と「子
どもは欲しくない」に影響が
顕著に表れています。

＊「結婚や子どもに対する感
じ方」は、「仲の良い夫婦
を見ると幸せそうと思う」

「小さい子どもを持つ夫婦
を見ると幸せそうと思う」
への肯定度から作成しまし
た。

   　回答結果の合成方法は主
成分分析の第１主成分を採
用し、肯定度の強弱に応じ
て４段階に区分しました。

（%）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

強い
（751）

やや強い
（1329）

やや弱い
（432）

弱い
（1391）
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す
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その他一生、結婚するつもりはない

相手が見つかっても、当分、結婚するつもり
はない（いつかは結婚するつもり）

年齢に関係なく、結婚したいと思う
相手が見つかれば結婚したい

ある程度の年齢までに結婚したいすぐにでも結婚したい
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[ 施策に対する示唆 ]
● 「結婚や子どもに対する感じ方」は、元の質問から「感受性」と言い換えることができ

ます。「感受性」は辞書を引くと「感じることができる力」とあります。つまり、「価値観」
とは異なる概念です。

● 「感受性」に「価値観」とは違う面があるとすると、小さな頃の結婚や子どもに関わる
経験機会の創出等、施策の選択肢は大きく広がります。

以上の分析から、次の指標を分析に利用します。

⓰結婚や子どもに対する感じ方

市町村分析に用いる指標

市町村分析に用いる 指標
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（９）居心地のよさ
　暮らしている地域の「居心地のよさ」も、心身の健康を表すウェルビーイングを形成する
重要な要素です。本項では、この居心地のよさが、若者の自己効力感や本来感を高めること
を検証します。また、子育て世帯の居心地のよさは、直接、子ども数の希望に影響すること
が考えられます。

　実際、県民意識調査では、
暮らしている地域の評価の１
つである「居心地のよさ」に
否定的であると、自己効力感
が弱まるという明確な関係が
みられます。

　「居心地のよさ」と本来感の
間にも、同様の関係がみられ
ます。
　こうして、地域の「居心地
のよさ」に影響を受けた自己
効力感や本来感が、結婚や子
どもを持つ希望に影響を及ぼ
すことは先にみたとおりです。

若者の居心地のよさと自己効力感

若者の居心地のよさと本来感

（若年層）

　暮らしている地域を肯定的に評価する人ほど、自己効力感や本来感が強いと言われます。例えば、
暮らしている地域に活力がないと、そこで暮らす自分も何となく自信を持てないのは自然な感覚と言
えるかもしれません。

＊「居心地の良さ」は、「近所に
信頼して相談できる友人・知
人がいる」「自分は近所で挨拶
や立ち話をよくする」「いま暮
らしている地域の生活ペース
が自分に合っている」「地域の
人間関係にわずらわしさを感
じる（逆順）」「地域の人々の
つながりは、自分にはあたた
かく、心地よい」への肯定度
から作成しました。

　 　回答結果の合成方法は主成
分分析の第１主成分を採用し、
肯定度の強弱に応じて４段階
に区分しました。

※20-49歳の男女
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強い
(3561)

やや強い
(3655)

やや弱い
(2992)

弱い
(3482)

強いやや強いやや弱い弱い

（%）

（自己効力感）
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さ
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※20-49歳の男女
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（本来感）
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若者の居心地のよさと結婚や子どもに対する感じ方

子育て世帯の居心地のよさと持てると思う子ども数

[ 施策に対する示唆 ]
● 現在、地域コミュニティの中核となる自治会等の地域組織は、加入者の減少と高齢化が進み、代表者も高

齢男性であることが多くなっています。若者や女性が活動をリードする雰囲気に欠けているコミュニティ
も少なくないと考えられます。こうした中で、家庭、職場・学校の他に、若者が居心地がよいと感じられ
る居場所が失われつつある可能性があります。若者が居心地のよさを感じられる、様々な活動で人々がつ
ながる新しい地域コミュニティのあり方（サードプレイス等）について検討する必要はないでしょうか。

● また、地域における子育て世帯の緩やかなネットワーク形成も、弧育をなくし、「居心地のよさ」を高め
る可能性があります。保育所、学校をはじめ、地域コミュニティを基盤としたネットワーク形成の効果を
検証していくことが必要です。

以上の分析から、次の２つの指標を分析に利用します。

⓱若年層の居心地のよさ　
⓲子育て世帯の居心地のよさ

市町村分析に用いる指標

市町村分析に用いる 指標

（子育て世帯）

（%）

※子育て世帯
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19.1

50.4

23.7

4.6 2.3

強い(1615)やや強い(1934)やや弱い(1194)弱い(1464)
（子育て世帯の居心地のよさ）

　地域の「居心地のよさ」は
若者の「結婚や子どもに対す
る感じ方（前項参照）」にも影
響を及ぼします。
　「居心地のよさ」はウェル
ビーイングの構成要素とされ
ており、心身の健康は幸福感
と密接に関係するでしょう。
そうだとすれば、地域の「居
心地のよさ」は、他者の結婚
や子育てから幸福感を感じ取
る「結婚や子どもに対する感
じ方」に影響すると考えるの
は自然と思われます。
　左図の意識調査の結果も、
そのことを示しています。

　子育て世帯が感じる、地域
の「居心地のよさ」は、持て
ると思う子ども数との間に
はっきりとした関係が表れま
した。
　「居心地のよさ」を強く感じ
る子育て世帯ほど、持てると
思う子ども数の「３人」が明
確に増加します。

※20-49歳の男女
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強いやや強いやや弱い弱い
（結婚や子どもに対する感じ方）
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（10）結婚や子どもに関わる小さい頃の経験
　子育ての幸福感の検証では、子育て経験による幸福感がもう 1 人子どもを持ちたいとい
う希望につながっていることがわかりました。このことから、現在の「経験」が将来の希
望に影響するように、過去の「経験」が、結婚や子ども数の希望に関わる、若者の現在の
内面に影響を及ぼしている可能性が考えられます。

　自己効力感は、結婚希望の
実現の見通しや持てると思う
子ども数に影響を及ぼしてい
ました。
　「結婚や子どもに関わる小さ
い頃の経験」が強いほど、「きっ
とうまくいく」といった感覚
を表す自己効力感が強まるこ
とが図に表れています。

　本来感も、結婚や子ども数
に対して自己効力感と同様の
効果を持っていましたが、「結
婚や子どもに関わる小さい頃
の経験」に強い影響を受けて
います。

結婚や子どもに関わる小さい頃の経験と自己効力感

結婚や子どもに関わる小さい頃の経験と本来感

＊「結婚や子どもに関わる小さい
頃の経験」は、「両親や親戚に
仲の良い夫婦がいた」「友人の
両親や知人に仲の良い夫婦が
いた」「小さい子どもとふれ合
う機会がよくあった」「身近に
３人以上子どもを持つ夫婦が
多かった」「自然が身近にあり、
日常的に自然の中で遊ぶ機会が
あった」「公園等で子どもだけ
でよく外遊びをした」への肯定
度から作成しました。

　 　回答結果の合成方法は主成分
分析の第１主成分を採用し、肯
定度の強弱に応じて４段階に区
分しました。
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やや弱い
（3143）
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や
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わ
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さ
い
頃
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経
験
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（自己効力感）

13.7
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21.4

26.7
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21.1

24.5
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30.1
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16.8

28.2

18.7
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11.3
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結婚や子どもに関わる小さい頃の経験と結婚や子どもに対する感じ方
　32 ページで扱った「結婚や
子どもに対する感じ方」に対
しても同様です。
　「結婚や子どもに対する感じ
方」は、周囲の夫婦や子育て
世帯から幸福を感じ取ること
ができる「感受性」を表して
います。それが、過去の経験
によって培われるという見方
は、ごく自然であり、実際、デー
タにそのことが明確に表れて
います。

[ 施策に対する示唆 ]
● 地域の保育や教育の現場、自治体の子育てサポート等において、自己効力感や本来感を、幼少期から

学童期、中高校に至るまで、継続的に培っていこうとする動きがみられます。
● 地域の見知った家族同士が交流するイベントや合同の趣味の活動、安全を確保した上での子どもの野

外活動、年長の子どもが自分より小さな子どもの面倒を見る機会等、あらゆる地域活動を、子どもた
ちの自己効力感や本来感を培う機会として位置づけ、効果的な活動方法を模索し続ける必要があると
考えられます。

以上の分析から、次の指標を分析に利用します。

⓳結婚や子どもに関わる小さい頃の経験

市町村分析に用いる指標

市町村分析に用いる 指標

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

強い
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やや強い
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やや弱い
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弱い やや弱い やや強い 強い
（結婚や子どもに対する感じ方）

18.3

21.7

23.2
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11.2

12.3

10.5

7.6
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（11）人々のつながり
　「人々のつながり」は、いわゆる社会関係資本（ソーシャル・キャピタル）の蓄積状況を測
定した指標です。社会関係資本は、一般に、地域コミュニティにおける人々の相互信頼的な
結び付きを表します。
　ここまで、自己効力感や本来感等が結婚や子ども数の希望やその実現予想に影響を及ぼし、
それらに地域の居心地のよさや、結婚や子どもに関わる小さい頃の経験が関係していること
を示してきました。最終的に、こうしたことの背後には、信頼に裏打ちされ、寛容性のある「人々
のつながり」のあり方があると考えられます。

　現在の若者にとっても、地
域コミュニティにおける「人々
のつながり」は、居心地のよ
さを感じさせる要因になって
います。
　図に表れている「人々のつ
ながり」と「若者の居心地の
よさ」の関係はとても明瞭で
す。

　「居心地のよさ」ほどはっき
りしていませんが、「人々のつ
ながり」が強まると、「結婚や
子どもに関わる小さい頃の経
験」が強くなることがわかり
ます。

人々のつながりと若者の居心地のよさ

人々のつながりと結婚や子どもに関わる小さい頃の経験

（若年層）

＊「人々のつながり」は、暮
らしているコミュニティに
ついて「伝統行事や町内会
活動などが活発である」「ス
ポーツ活動や趣味の活動が
活発である」「地域活動で
同年代の人とふれ合う機会
が多い」「自分は地域活動
への参加に積極的である」

「地域のコミュニティで、
日常的に生活面で協力して
いる」への肯定度から作成
しました。

　 　回答結果の合成方法は主
成分分析の第１主成分を採
用し、肯定度に応じて４段
階に区分しました。
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人々のつながりと子育て世帯の居心地のよさ
　「人々のつながり」は、子育
て世帯が感じる居心地のよさ
を増す効果も認められます。
その関係は、「若者の居心地の
よさ」以上に明確で強くなっ
ています。
　子育て世帯は、保育所、学校、
ＳＮＳ等を通じてネットワー
クを形成することが多く、そ
こに地域コミュニティにおけ
る人々のつながりが貢献して
いることも考えられます。

[ 施策に対する示唆 ]
● 伝統行事や自治会活動、日常的な生活面の協力といった、古くからある人々のつながりは、心地よいと

思う人とわずらわしさを感じる人がいることが知られています。後者は人々のつながりのあり方が、価
値観の押し付けなど寛容性に乏しいときなどに起こると考えられています。

● 寛容性のなさを避け、居心地のよさを増すポイントは、多様性と緩やかさでしょう。まずは、コミュニ
ティ活動の参加者の多様性を増すことです。これにより若者や女性、子どもたちの活躍が期待されます。
もう１つは、活動内容の多様性です。料理等の生活に関わることから、趣味やスポーツの練習や発表会・
競技会等、様々な分野の活動に幅を広げられる体制や仕組みづくり（ＲＭＯ等）が肝要です。

● そして、無理強いはせずに、気軽に誘い・誘われる関係の中で活動者の層の厚みを増すことが大切と考
えられます。

以上の分析から、次の２つの指標を分析に利用します。

⓴若年層を取り巻く人々のつながり
㉑子育て世帯を取り巻く人々のつながり

市町村分析に用いる指標

市町村分析に用いる 指標

（子育て世帯）
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　2023 年の県民意識調査は、市町村別に統計的に有意な集計ができるよう標本デザイン
を行いました。このため、全県と同様に、市町村別に「希望子ども数」と「予想子ども数」
を算出できます。

市町村間の希望子ども数及び予想子ども数の差
　結婚や子ども数の希望とその実現見通しから算出した「希望子ども数」と「予想子ども数」
は、市町村間で大きな差がみられます。

県内市町村の希望子ども数、予想子ども数、合計特殊出生率

　ここまでの分析に基づくと、結婚や子ども数の希望やその実現予想に対して、自分自身や周
囲への主観的評価が影響を及ぼしていると言えます。
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（
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1.39

1.57 1.58

1.34

1.20

1.38

1.56

1.34 1.36 1.37
1.32

1.50

1.63
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1.78

1.48
1.55
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1.81

2.32
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1.87
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1.92 1.81
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2.00
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2.09 2.08 2.09
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2.17 2.19
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2.12 2.09
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1.97

　希望子ども数が人口置換水準 2.07 を上回っている市町村が多くみられます。差にばらつき
はあるものの、すべての市町村で予想子ども数は希望子ども数を下回ります。さらに一部の例
外はありますが、合計特殊出生率は予想子ども数を下回っており、市町村間において両者に相
関があるのは 10 ページでみたとおりです。

（注）市町村の合計特殊出生率は厚生労働省「人口動態統計」及び総務省「国勢調査」から算出した 2018-2022 年の値
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新見市新見市

真庭市真庭市

高梁市高梁市

井原市井原市

笠岡市笠岡市

浅口市浅口市 倉敷市倉敷市

総社市総社市
岡山市岡山市

玉野市玉野市

瀬戸内市瀬戸内市

備前市備前市

美作市美作市

津山市津山市

里庄町里庄町

吉備中央町吉備中央町

新庄村新庄村
西粟倉村西粟倉村

奈義町奈義町

勝央町勝央町

美咲町美咲町

鏡野町鏡野町

赤磐市赤磐市

久米南町久米南町

矢掛町矢掛町

早島町早島町

和気町和気町

●●

●●

2.0以上
1.9以上 2.0未満
1.8以上 1.9未満
1.7以上 1.8未満
1.7 未満

凡 例

新見市新見市

真庭市真庭市

高梁市高梁市

井原市井原市

浅口市浅口市 倉敷市倉敷市

総社市総社市
岡山市岡山市

玉野市玉野市

瀬戸内市瀬戸内市

備前市備前市

美作市美作市

津山市津山市

吉備中央町吉備中央町

新庄村新庄村
西粟倉村西粟倉村

奈義町奈義町

勝央町勝央町

美咲町美咲町

鏡野町鏡野町

赤磐市赤磐市

久米南町久米南町

矢掛町矢掛町

和気町和気町
●●

●●

笠岡市笠岡市
里庄町里庄町

早島町早島町

2.２以上
2.１以上 2.２未満
2.０以上 2.１未満
1.９以上 2.０未満
1.９ 未満

凡 例

県内市町村の「希望子ども数」

県内市町村の「予想子ども数」

資料：岡山県「結婚、出産、子育てに関する県民意識調査」（令和６年３月）

資料：岡山県「結婚、出産、子育てに関する県民意識調査」（令和６年３月）


